
ハイキング部だより
第２４３回　
令和６年(2024年）６月１日（土） ～ 後鳥羽上皇の水無瀬離宮跡を巡るコース

コース：大山崎駅～離宮八幡宮～関大明神社～勝幡寺～水無瀬の滝～
　　　　　水無瀬川緑地公園～水無瀬神宮（水無瀬離宮跡）～
　　　　　桜井駅跡史跡公園～歴史文化資料館～JR島本駅（約6キロ）

参加者　１７名

６月１日（土）第２４３回ハイキングを実施しました。天候晴。参加者１７名。今回
は、元岡さんが初めて参加しました。姫路から遠路はるばると思いきや奥さん
の実家が近くにあるとのことでした。

１０時阪急「大山崎駅」をスタート、すぐのところの離宮八幡宮に寄って先ず準
備体操、いつものように原田秀男さんの先導で身体をほぐしました。少し歩くと
関大明神がありました。ここは京都府（山城国）と大阪府（摂津国）との境界で
その昔関所があったところです。大山崎駅は京都府乙訓郡大山崎町これから
歩く島本町は大阪府三島郡です。島本町は山紫水明の地として水生野（みな
せの）と呼ばれ「日本書紀」や「伊勢物語」「万葉集」に登場します。平安から鎌
倉時代には皇族や貴族たちがこの地に別荘を構え歌を詠み狩りを楽しみまし
た。度々行幸された後鳥羽上皇が造営された水無瀬離宮跡からは池泉庭園
の遺構が発見されています。水無瀬川の地下水の水が全国名水百選に大阪
府でただ一つ選ばれた「離宮の水」です。 関大明神社からJRの踏切を渡りサ
ントリー蒸留所の前を通り名神高速道路をくぐって水無瀬の滝へ、４，５日前の
雨で水量も多く落差もあって見ごたえがありました。

しばらく過ごしたあと名神自動車道にかかる橋をわたって水無瀬川の左岸を下
り水無瀬川緑地公園に向かって歩きました。ここで昼食を摂りそのあと東海道
新幹線沿いに歩いて水無瀬神宮へ、「離宮の水」の水汲み場にはポリタンクに
汲んで帰る人たちが、私たちも手に受けて飲みました。そのあと桜井の駅跡へ、
ガイドの人がいろいろと説明してくれました。最後に歴史文化資料館に寄って
見学したあと阪急で帰る人JRで帰る人に別れて２時過ぎに解散しました。

水無瀬の滝をバックに



水無瀬の滝をバックに 本日のコース説明
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桜井駅跡史跡公園に於いて
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　　　　　　第２４３回ハイキングは下記の計画で実施しました

　　　　 　～　 後鳥羽上皇の水無瀬離宮跡を巡るコース　～

日　時：令和6年６月１日（土）　10時　　阪急「大山崎駅」集合

コース：大山崎駅～離宮八幡宮～勝幡寺～水無瀬の滝～東大寺公園～
水無瀬神宮（水無瀬離宮跡）～桜井駅跡史跡公園～JR島本駅（約6キロ）

島本町は、山紫水明の地として水生野（みなせの）と呼ばれ「日本
書紀」や「伊勢物語」「万葉集」に登場します。平安から鎌倉時代に
は皇族や貴族たちがこの地に別荘を構え歌を詠み狩りを楽しみま
した。たびたび行幸された後鳥羽上皇が造営された水無瀬離宮跡
からは池泉庭園の遺構が発見されています。水無瀬川の地下水の
水が全国名水百選に大阪府内でただ一つ選ばれた「離宮の水」で
す。また安土桃山時代には千利休がこの地の水を愛し秀吉のため
に茶を点てていました。

そして寿屋（のちのサントリー）の創業者、鳥井信治郎は大正１２年
（２０１２年）島本町において日本初のモルトウイスキー蒸留所建設
に着手し、９０年余経った今日ここで生まれたシングルモルトは世界
的に名をはせ島本町は国産ウイスキーの聖地と呼ばれています。

桜井駅跡は足利尊氏の大軍を迎え撃つため京都を発った楠木正
成がここ桜井の地で息子正行と別れた場所と言われています。「青
葉茂れる桜井の　里のわたりの夕まぐれ・・・」という唱歌が親しまれ
ました。
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